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15Gネットワークの整備・運用状況

➢ デジタル田園都市国家インフラ整備計画に基づき、5Gは2030年度までに人口

カバー率99%を達成することが必要

➢ 通信はどこでも使えることが当たり前の世界となり、通信インフラは競争から協調

の時代へ
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2KDDIの5Gネットワークの整備・運用状況

• お客さまの生活導線に沿ったエリア強化を推進中

• 生活導線に沿ったエリア強化と合わせ、5Gの全国エリアカバーの拡大も推進している
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35Gを振り返って

• モバイル（無線）の規格は、約10年に一度の間隔で世代交代 (3G➡4G➡5G）が発生

• インフラ（光）は一定の間隔で世代交代する仕組みが無く、標準化から商用化までを一定の間隔で

行える仕組みが必要

モバイル

インフラ

３G ４G ５G B５G/６G

2000 2010 2020 2030

～10YR

10YR～



© 2023 KDDI

4

世界のインターネットトラフィック

環境変化を踏まえた6Gネットワークへの展望

デジタル化の進展やコロナ禍による働き方の変化などにより、通信トラフィックは増加の一途を辿る

⇒ 通信トラフィックの増加により消費電力も増加していくため、省電力で多くのトラフィックを収容可能

な技術の導入が6G時代のネットワークに求められる

2020

39.1ZB/年

3.6ZB/年

1３００TWh

2400TWh

2020

出典：情報化社会の進展がエネルギー消費に与える影響（Vol.5）, 科学技術振興機構, 2023-02を基にKDDIが作成

2030 2030

世界の消費電力量（IT機器関連）

出展：情報化社会の進展がエネルギー消費に与える影響（Vol.３）, 科学技術振興機構, 2021-02, p.7
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5６Gネットワークの推進に向けた方向性

今後予測されるトラフィック増・電力増へ対応すべく、オールフォトニックネットワーク（APN）に関する

研究開発に注力

⇒ インフラが有する課題（研究開発から導入までのリードタイム）を解決する研究開発を推進する
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ネットワークを一度に刷新するのは困難の為、徐々に6Gネットワークへマイグレーション

ができるオープンアーキテクチャ(仕組み）が不可欠と考える

⇒協調の時代を見据え、各社の強みを持ち寄りエコシステムの構築に取り組むことが

必要ではないか

業界全体として取り組むべき課題
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8IOWN GFへの参加

• 国力強化という観点も踏まえ、NTTとKDDIは3つの分野で協調して取り組むことに合意

• 当社の強みとする技術を国際標準に持っていくため、IOWN GFにも参加を決意し、2023年5月

にはボードメンバーとしても着任

テレ東BIZ, “iモードで“ガラパゴス化“が教訓に NTTとKDDIで狙う「IOWN」での覇権
取り 【WBS】”, Yahoo!ニュース, 2023-04-29,
https://news.yahoo.co.jp/articles/14612296dd4fba25cafa2cd486e
2fe1f77799bb6.
(参照 2023-07-10)

～略～

～略～

https://news.yahoo.co.jp/articles/14612296dd4fba25cafa2cd486e2fe1f77799bb6
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9注力すべき国際標準化団体

• 様々な標準化団体が存在し、APNの実現に向けてはIOWN GF以外にも注力すべき団体が存在

• 当社は、以下に掲げる団体との連携も重要と考えており、各々の団体において日本で研究開発した

技術を標準化していくことが重要

オープンソース

光モジュール・管理
光モジュール・管理
アーキテクチャ

全光ノード
アーキテクチャ

アーキテクチャ・
ノード・ユースケース

デジュール標準
OSS/BSS
アーキテクチャ
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10標準化活動における国への期待

標準化会合は世界各国で行われ、標準化活動を推し進めるには現地での議論が非常に重要

⇒ 日本発の技術を国際標準化していくには、海外出張が多く伴うため、国が重要な標準化活動について

支援するメニューを追加し、日本の標準化活動の取組を強化する方向性に賛同する

OIF 23Q3
Vancouver, Canada

OIF 23Q4
Osaka, Japan 

IOWN  3rd annual meeting
Osaka, Japan 

IOWN Autumn Member WS 
San Francisco, California

IOWN 6th Member meeting
Munich, Germany 

Autonomous Networks WS
Madrid,  Spain

(TM Forum)

2023 Autonomous Networks Summit
Dubai,  UAE
(TM Forum)

※前頁の団体において2023年に開催された会合と開催地（一部のみ）
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通信キャリアB

通信キャリアA

業界横断的な基盤技術（エコシステム）の確立

エコシステムの実現には、標準化活動を実施するとともに、エコシステムを構成するステークホルダー

（通信キャリア、装置メーカー、etc）との連携も不可欠

⇒ 国にも支援いただき、日本の関係者と業界横断的な基盤技術の研究開発を行っていくことが重要

データセンター事業者

自営ネットワーク
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12研究開発のゴール

研究開発におけるゴールは国際標準化ではなく、標準化されたその技術を利用し、お客さまに快適な

通信を提供することがゴールであると考える

⇒ 現在の研究開発基金が社会実装・海外展開に力点を置くことに賛同する

研究開発 PoC

アーキテクチャ

理論

新方式

・・・

成果創出 標準化 製品化＆展開

APNの実現へ
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• 社会実装・海外展開は必要であるが、全ての技術がそれに
叶うわけではない

• 日本初の技術を打ち出していくため、その後押しとなる支援
は重要であり、引き続き国からのご支援をお願いしたい

研究開発における国への期待
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